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人類百万年，現生人類として数万年の間，私たち人間は，日々変わらぬ生活をしてきたと思われま
す．ところが，近現代において，人間は急速に科学技術を発達させ，身近な生活環境から地球規模の
環境まで改変してきました．一方，生物としての人間は短時間に変化しないので，様々な「不整合」
が生じていると思います．人間は，身体を制御する脳と五感をつかさどる知覚器官を備えていますが，
自らが変革した環境に対応するようにできていません．
ICT に関わることでは，情報の量が爆発的に増大し，人間の情報入出力，処理能力をはるかに超え

ていることが「不整合」として挙げられます．私たちは多くの情報にアクセスすることによって，誰
もが知の巨人となり得ます．最近では，美術館をオンラインで訪問して絵画が高精細画像として鑑賞
可能になるなど，アクセス可能な情報も増大しています．しかし，膨大な情報の中から適切な情報を
取捨選択することは，人間には不可能です．インターネットれい明期から検索エンジンが重要なツー
ルであり，そこを端緒として巨大企業が生まれたことも必然であると思います．人間が受容できるよ
うに情報を整理し，適切な前処理を行って，瞬時に送り届ける ICT の重要性はますます高まります．
また，人間の知覚能力は個人差が大きいですが，機械側でその差を埋めるべく，人・機械インタ
フェースの更なる改善に向けた研究開発も不可欠であると思います．特に，高齢化が進む日本の中で，
高齢者を疎外しないように，ICT の進展が必要と思います．
私は，大学で教育に携わる中で，現在の情報環境に合わせた教育の改革も必要であると日々感じて

います．人間の能力を凌駕する情報処理機器と世界中の知にアクセス可能な環境に対する「不整合」
を減ずるべく，学校で人間の学ぶべき内容を再検討すべきではないでしょうか．何を覚えて理解して
おくべきか．語学教育は，「使える」ことを重視して内容が変わりましたが，機械翻訳技術が向上する
中で整合性がとれているでしょうか．私は，語学は文化の礎であることから，その国や地域の「文化」
を理解することに照準を合わせるべきであると思います．また，ICT で世界がつながる中で，各国の
教員とオンラインで接続した多言語学習など様々な取組みが可能です．翻訳技術が象形文字や古語に
も対応していることを考えると，歴史や古文の教育にも影響を与えそうです．他方，数式処理のソフ
トウェアを活用できれば，数学公式集にあるほとんどの数式処理や計算が可能で，2D/3D 表示は理解
を助けます．もちろん，正しく活用するには，数学的概念をあらかじめ修得している必要があります．
かつては初等教育における電卓利用問題で議論がありましたが，数式処理ソフトウェアの利用は更に
大きな検討事項ではないでしょうか．小学校から高等学校に至る数学教育において，活用方法を明ら
かにする時期に来ています．
ICT の発展と人間の関係について思い付くままに述べました．電子情報通信学会においては，各ソ
サイエティとグループが協調して，様々なアプローチで ICT に関わる「不整合」を ICT を利用して
解決できるよう，今まで以上に議論し検討する場を提供していくべきと思います．


